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「
望
洋
荘
」
開
設
七
周
年
を
迎
え
ま
し
た
、 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
も
皆
様
か
ら
の
御
支
援
、
御
指
導
の
賜
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

「望
洋
荘
」開
設
七
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
「
望
洋
荘
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
早
く
も
七
周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
私
た
ち
が
こ
の
老

人
福
祉
施
設
を
運
営
管
理
す
る
に
あ
た
っ
て
入
所
者
の
家
族
会
、
地
域
の
方
々
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会
役
員
、
等
々
多
く
の
人
々
の
ご

協
力
と
ご
支
援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
更
に
、
県
や
市

の
福
祉
担
当
者
の
ご
指
導
の
も
と
に
、
円
滑
に
事
業
展
開
も
進
み
ま
し
た
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

職
場
で
も
、
医
師
の
参
加
の
も
と
、
看
護
師
、
事
務
方
、
管
理
栄
養
士
、
介
護
福
祉

士
、
等
々
の
連
携
、
情
報
伝
達
の
徹
底
、
講
習
会
へ
の
出
席
、
等
多
く
の
面
で
成
長
し

て
い
く
姿
が
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
二
十
一
年
度
は
入
所
者
の
「
看
取

り
」
に
つ
い
て
、
職
員
や
家
族
を
含
め
て
の
話
し
合
い
を
持
ち
、
多
く
の
経

験
を
共
有
出
来
た
こ
と
が
唯
一
の
収
穫
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

今
後
も
、
老
人
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
方
々
や
入

所
者
の
求
め
て
い
る
も
の
を
明
確
に
把
握
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
に
七
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
の
一
年
間
の
「
望
洋
荘
便
り
」
の
巻
頭
言
を
左
記
に
羅
列
し
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
私
ど
も
職
員
の
こ
れ
か
ら
も
続
く
活
動
の
理
念
と
意
気
込
み
を

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

 

（
六
一
）「
望
洋
荘
」
開
設
六
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 
 

―
老
人
福
祉
施
設
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
― 

 

（
六
二
）
私
た
ち
が
出
来
る
「
与
え
る
」
よ
ろ
こ
び
と
は 

 

（
六
三
）
脳
の
老
化
と
は 

 

（
六
四
）
絵
本
の
魅
力 

 

（
六
五
）
年
を
と
る
と
時
間
の
経
つ
の
が
速
い
と
感
ず
る
の
は･･･

 
 

（
六
六
）
転
び
や
す
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら･･･

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転
倒
予
防
に
つ
い
て 

 

（
六
七
）
前
頭
葉
と
老
化 

 

（
六
八
）
思
い
や
り
と
親
切 

 

（
六
九
）
優
し
さ
と
親
切 

 
（
七
〇
）
敬
老
の
日
に
思
う 

―
「
老
人
力
」
と
は
― 

 

（
七
一
）
肩
に
手
を
触
れ
る
、
手
を
握
る 

 

（
七
二
）
怠
惰
に
潜
む
心 
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十
二
月
二
十
三
日
（
水
）
午
前
と
午
後
に
分
け
て
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
家
族
会
様
よ
り
入
居
者
様

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
あ
っ
た
か
敷
き
毛
布
）
が
あ
り
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
職
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト

ナ
カ
イ
に
仮
装
し
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
ケ
ー
キ
や
ジ
ュ

ー
ス
を
頂
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で
歌
を
唄
い
、
楽
し
く
時
間

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

                   

  

十
二
月
十
三
日
（
日
）
お
昼
よ
り
、
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
忘
年

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た｢

キ
ム
チ

鍋
・
煮
物
・
漬
物
・
ラ
ー
メ
ン｣

は
、
ご
家
族
様
に
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
ス
ッ
タ
フ
が
作
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
と
豪
華
な

生
寿
司
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
馳
走
に
、
皆
様
大
喜
び
で
し
た
。

ご
家
族
様
と
会
話
を
楽
し
ま
れ
な
が
ら
の
食
事
は
ま
た
格
別

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

                   

                            

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」 

「
忘
年
会
」
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

 

大
山
祇
神
社 

例
祭 

   

十
二
月
二
十
三
日
（
水
）
望
洋
荘
の
裏
山
に
あ
り
ま
す
大
山

祇
神
社
の
例
祭
を
行
い
ま
し
た
。
例
祭
に
は
諏
訪
神
社
の
神
主

様
に
お
越
し
頂
き
、
豊
間
区
長
を
は
じ
め
森
林
組
合
の
皆
様
と

当
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会
の
役
員
が
出
席
し
て
、
地
域
方
々
と

望
洋
荘
の
入
居
者
・
職
員
の
無
病
息
災
を
祈
願
い
た
し
ま
し

た
。 

プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈 

豊
間
保
育
園
様 

   

十
二
月
十
七
日
（
水
）
豊
間
保
育
園
の
園
児
六
人
が
来
荘
さ

れ
、
入
居
者
様
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
す
と
お
遊
戯
を
ご
披
露
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
係
で
、
残
念
な
が
ら
お
遊
戯
の

ご
披
露
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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先
月
に
続
き
、
事
務
長
代
理
の
丹
野
が
、
職
員
教
育
の

為
に
定
期
的
に
作
成
し
て
い
る｢

介
護
事
故
防
止
だ
よ
り｣

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

昔
な
が
ら
の
〝
入
浴
〟
の
目
的
と 

入
浴
に
伴
う
リ
ス
ク
・・・② 

 

③ 

入
浴
に
伴
う
リ
ス
ク 

 

お
風
呂
好
き
な
高
齢
者
に
と
っ
て
、
入
浴
は
、
日
々

の
生
活
の
中
で
何
よ
り
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
其
の
三
（
十
一
月
号
）

に
示
し
た
効
果
と
は
対
照
的
に
、
逆
効
果
と
で
も
い
う

べ
き
危
険
性
が
伴
う
こ
と
を
認
識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

● 

浴
室
は
滑
り
や
す
く
、
転
倒
の
危
険
性
が
高
ま
る
。 

 

● 

身
体
を
洗
う
際
に
、
こ

す
り
過
ぎ
る
と
皮
膚
に
傷

が
付
く
。 

 

● 

約
四
十
二
度
以
上
の
高
温
で
入
浴
す
る
と
、
交
感
神

経
を
刺
激
し
て
、
脳
が
興
奮
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
高
温
で
の
入
浴
は
発
汗
に
よ

る
脱
水
招
き
や
す
く
、
血
液
の
粘
度
の
増
加
に
よ
る
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
の
危
険
を
高
め
る
。 

 ● 

入
浴
拒
否
な
ど
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
ま
ま
入
浴
す

る
と
、
交
感
神
経
が
働
い
て
心
拍
出
量
や
血
圧
が
上
昇

し
、
心
臓
へ
の
負
担
も
高
ま
る
・
上
半
身
ま
で
湯
に
浸

か
る
と
、
静
水
圧
作
用
の
た
め
肺
を
圧
迫
し
、
呼
吸
が

し
に
く
く
な
る
。
心
拍
出
量
や
脈
拍
が
増
加
し
、
心
臓

へ
の
負
担
も
高
ま
る
。 

 

● 

浴
槽
か
ら
出
る
と
き
、
静
水
圧
が
一
気
に
な
く
な
る

た
め
、
血
圧
の
低
下
が
生
じ
る
。 

 

● 

浴
室
や
脱
衣
所
の
温

度
が
低
い
と
、
抹
消
の
動

脈
が
収
縮
し
て
血
圧
が
上

昇
す
る
。 

 

④ 

入
浴
後
の
対
応 

 

高
齢
者
の
体
調
は
、
入
浴
後
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

得
ま
す
。
入
浴
後
の
大
事
な
見
守
り
・
観
察
の
時
間
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
間
の
身
体
は
〝
出
た
ら

入
れ
る
〟
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
汗
を
か
い
た
ら
、

お
茶
な
ど
の
水
分
を
摂
っ
て
も
ら
い
、
汗
が
引
い
て
も

落
ち
着
い
て
も
ら
う
ま
で
、
体
調
に
異
変
が
生
じ
な
い

か
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
入
浴
で
は
利

用
者
個
々
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
下
さ
い
。 

い
ろ
い
ろ
な
入
浴
法 

 

★
身
体
的
疲
労
の
回
復 

四
十
三
度
前
後
の
お
湯
に
十
分
間
ぐ
ら
い
入
る
。 

効
果
：
疲
労
物
質
で
あ
る
乳
酸
を
取
り
除
き
、
ス
ポ

ー
ツ
や
仕
事
で
た
ま
っ
た
筋
肉
の
疲
れ
を
と
き
ほ
ぐ

し
て
く
れ
ま
す
。 

★
精
神
的
疲
労
の
回
復 

三
十
九
～
四
十
度
の
お
湯
に
十
～
二
十
分
ぐ
ら
い
入

る
。 

効
果
：
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
副
交
感
神
経
の

機
能
が
高
ま
り
、
高
ぶ
っ
た
神
経
を
鎮
め
て
く
れ
ま

す
。 

★
運
動
不
足
の
解
消 

四
十
三
度
前
後
の
お
湯
に
三
～
四
分
、
出
た
り
入
っ

た
り
を
繰
り
返
す
。 

効
果
：
温
度
差
の
刺
激
で
筋
肉
が
と
き
ほ
ぐ
さ
れ
る

と
と
も
に
、
心
拍
数
が
九
十
～
百
三
十
程
度
を
上
下

し
て
、
軽
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
程
度
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

★
肩
こ
り
の
解
消 

四
十
二
度
前
後
の
熱
め
の
お
湯
に
で
き
る
だ
け
長
く

ひ
た
る
。 

効
果
：
血
行
を
促
し
、
新
陳
代
謝
を
高
め
て
、
肩
の

筋
肉
に
た
ま
っ
た
疲
労
物
質
を
取
り
除
き
ま
す
。
湯

の
中
で
肩
や
首
の
柔
軟
体
操
を
す
る
と
よ
り
効
果
的

で
す
。 

 

 

皆
様
も
自
分
に
合
っ
た
入
浴
方
法
を
試
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

「
介
護
福
祉
施
設
に
お
け
る
安
全
対
策
」 

・
・
・ 

其
の
四 
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師
走
に
入
り
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
、
空
気
が
乾
燥
し

て
き
た
こ
の
季
節
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
多
く
の

感
染
症
に
か
か
る
恐
れ
の
あ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

施
設
と
し
て
も
、
様
々
な
感
染
症
予
防
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
く
る
ウ
イ

ル
ス
や
病
原
菌
が
一
番
の
感
染
源
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
職
員
は
基
よ
り
、
面
会
に
来
ら
れ
る

ご
家
族
様
や
知
人
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
も
感
染
症
予

防
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
感
染
症
予
防
対
策
】 

一 

施
設
内
に
お
越
し
の
際
は
、
玄
関
に
て
手
指
の
消
毒
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

二 

発
熱
、
咳
き
込
み
、
鼻
水
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
風
邪
か 

な
と
思
っ
た
時
に
は
、
ご
面
会
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

三 

ご
家
族
の
中
で
同
様
の
症
状
が
あ
る
場
合
も
同
じ
く 

ご
面
会
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

四 

こ
の
時
期
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
食
中
毒
を
引
き
起
こ 

す
事
も
多
く
、
牡
蠣
な
ど
二
枚
貝
や
生
も
の
の
持
ち
込 

み
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

 【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
の
感
染
経
路
】 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
、
主
に
感
染
者
の
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
に
よ
る｢

飛
沫
感
染｣

で
す
。
く
し
ゃ
み
の
場

合
、
一
回
で
約
百
万
個
の
し
ぶ
き
が
一
メ
ー
ト
ル
前
後
は

飛
び
散
る
た
め
に
、
周
囲
の
人
に
急
速
に
広
が
っ
て
行
き

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
風
邪
は
、
人
の
手
か
ら
手
へ
と
感

染
を
広
げ
て
行
く｢

接
触
感
染｣

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の

為
、
マ
ス
ク
の
使
用
と
手
指
の
消
毒
は
重
要
と
な
り
ま
す
。 

  

 

平
成
二
十
一
年
度｢

確
定
申
告｣

の
時
期
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
に
関
し
て
は
、
当
施
設
の
利
用
料
金
の
一
部
が

｢

医
療
費
控
除｣

の
対
象
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
二
月
ま

で
に
お
支
払
頂
い
た
利
用
料
金
が
対
象
と
な
り
ま
す
。｢

医

療
費
控
除｣

と
な
る
対
象
金
額
は
、
各
月
の
利
用
料
領
収
書

(

左
図
１･

利
用
料
領
収
書
参
照)

に
※
１｢

医
療
費
控
除
対

象
額｣

と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十

一
年
度｢

確
定
申
告｣

の
対
象
は
、
※
２
領
収
印
の
日
付
が

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三

十
一
日
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
、

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
ま
で
申
告
の
際
、｢

医
療
費

控
除｣

を
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
も
、
数
年
さ
か
の
ぼ
っ
て

｢

医
療
費
控
除｣

を
申
告
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
対
象
金
額

等
で
の
問
合
せ
は
、
当
施
設
事
務
ま
で
お
気
軽
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。 

           

  
 

一
月 

九 

日
（土
）午
後
十
二
時
～ 

塩
屋
崎
広
場 

｢

新  

年  

会｣   

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

一
月 

十 

日
（日
）午
前
十
一
時
三
〇
分
～ 

｢

新  

年  

会｣   

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

一
月
二
四
日
（日
）午
前
十
一
時
三
〇
分
～
塩
屋
崎
広
場 

｢

新  

年  

会｣   

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

 

【
一
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

一
月 

十 

日
（日
） 

 
 

勿 

来 

赤
間 

千
代 

様 
 

（九
一
歳
） 

誕
生
会 

一
月
十
一
日
（月
） 

 
 

永 

崎 

庄
司 

公
輔 

様 
 

（九
十
歳
） 

誕
生
会 

一
月
十
三
日
（水
） 

 
 

薄 

磯 

杉
浦
マ
ツ
子 

様 
 

（八
九
歳
） 

誕
生
会 

一
月
十
五
日
（金
） 

 
 

勿 

来 

三
瓶 

千
里 

様 
 

（九
二
歳
） 

誕
生
会 

一
月
十
六
日
（土
） 

 
 

薄 

磯 

渡
辺 

茂
男 

様 
 

（七
九
歳
） 

誕
生
会 

一
月
十
八
日
（月
） 

 
 

四 

倉 

星
野 

葉
子 

様 
 

（八
三
歳
） 

誕
生
会 

一
月
二
二
日
（金
） 

 
 

豊 

間 

菅
波 

エ
ツ  

様 
 

（九
七
歳
） 

誕
生
会 

一
月
二
三
日
（土
） 

 
 

勿 

来 

竹
内
シ
ゲ
子
様 

 

（八
二
歳
） 

誕
生
会 

一
月
二
七
日
（水
） 

 
 

豊 

間 

小
林 

と
み 

様  

（八
五
歳
） 

誕
生
会 

一
月
二
八
日
（木
） 

 
 

豊 

間 

斉
藤 

市
子 

様 
 

（八
七
歳
） 

誕
生
会 

 

          

一
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
お
願
い 

医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

※1 医療費

控除対象額 

※2 領収印の
日付 

図 1.利用料領収書 


